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１．成果の内容

１）技術・情報の内容及び特徴

カラタチ系統「飛竜」、「中葉系」の実生歴軸由来カルスの利用によ

る台木育成のための培地の植物ホルモンの禰顛、浪度等を明らかにした。

（１）カラタチの種子を無菌的にＭＳ培地に置床し、発芽した個体から

旺軸を切り出し、旺軸を、６ＢＡＰ５ppm、ＮＡＡｌｐｐｍ、麦芽エキス５００ppm、

アデニン４０ｐｐｍ、ショ糖３％、寒天０．８％を添加したＭＴ培地に置床しカ

ルスを形成させる。

（２）形成したカルスを、カルス形成培地から液体培地に変えて１ヶ月

間回転培養を行い、その後カイネチン０．０１～０．１ｐｐｍを添加した１／２温

度のＨＳ寒天培地に置床すると不定芽から茎葉が発生し伸長する。

（３）発生した茎葉を切り取り、ＩＢＡ０．１～１０ppmを添加したＭＳ寒天培地

に挿すと発根する。

２）技術・情報の適用効果

歴軸由来のカルスからの不定芽発生、茎葉増殖、発根の技術が明らか

となり、組織培養による台木育成が可能となる。

３）適用範囲

かんきっ苗木生産地域及び研究機関

４）成果の利活用・普及指導上の留意点

不定芽形成についてはカルスの形成状況を良く観察しながら、１カ月お

きに継代する。
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表２「飛竜」の伸長茎
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液体回転培蕊
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２．具体的データ

表１「中葉系」旺軸から

のカルス形成率（平成元年）

ＨＴ

寒天培養

らの茎葉発生数（平成２年）

l／2ＭＴ

； 注）基本培地ｌ／２Ｍｓ培地

１ケ月後調査


